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2．ラベルに記載されていた産地等のデータ（図匪
産地朝鮮
島津製作所標本部
短報
富山県石動中学校所蔵トキの剥製についで
剥製の台についていたラベルは島津製作所標本部と
あり同標本部が剥製製作時につけたものと思われる。
産地は，墨で「朝鮮」とあり，これは，同標本部が記
入したものと思われる。島津製作所標本部は現在の京
都科学標本株式会社の前身であり，1875年（明治8年〉
に創業し，1891年（明治24年）頃より標本が製作が開
始され，1943年（昭和19年）に廃止となった（京都科
学標本株式会社，1978）。今回の剥製は廃止となった
1943年（昭和19年）以前に製作されたと推測される。
墨で「Nipponianippon（Temm）Temminckト
キ」，「昭2611．24石動町上野荒木薬店殿寄贈妄
と記入してあるデータは（図2），石動中学校側が記
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トキjVippo凡jα凡jppo凡は，コウノトリ目トキ科に
属し，1999年12月現在，日本産のトキは佐渡トキ保護
センターに1羽が飼育されているに過ぎない。山階・
中西（1983）によれば，トキの剥製は日本国内では1
都1道7県21箇所で32個体（日本産17点，朝鮮産9点
不明6点）が収蔵されている。今回，富山県小矢部市
の石動中学校にトキの剥製が所蔵されていたことが判
明したので報告する。なお，富山県内で発見されてい
るトキの剥製は，現在のところ，今回の剥製のみであ
る。
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剥製のデータ
トキの剥製は，高さ595cm，幅64cm，奥行き31.5cm
の前面ガラス製の木製ケースに保管されていた（ケー
スの製作年は不明）。内側にはアルミホイルのような
もので内張がなされていた。この剥製は，同中学校2
階ホールで時々展示されていた。剥製は木製の黒い台
に固定され，ラベルが貼りつけてあった。
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図1石動中学校のトキの剥製
1．状態及び計測値
冠羽，背には生殖羽の灰色がわずかに残っていた。
脚にはわずかに虫食いの穴がみられたが，羽の離脱等
はみられず，保存状態は比較的良好であった（図1）。
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図2剥製の台についていたラベル
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入したものと思われる。石動町は現在の小矢部市であ
る。1999年6月17日付け北日本新聞によれば，剥製の
寄贈経緯は，終戦後まもなく薬局を経営していた荒木
正芳氏が骨董品店で購入したものを昭和26年11月24日
に石動中学校に寄贈されたものである。
なお，この剥製は1999年12月に西尾製作所（京都市）
によりクリーニングされた。
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